
 

 

 

 

 

自己評価・自己点検のまとめ 

 

令 和 3 年 度 

【令和 3年 4月 1日から令和 4年 3月 31日まで】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校法人 鳳明学園 

認定こども園 高館幼稚園 

 

 

 



当園では、子どもたちの健やかな成長と安全を確保するとともに、職員一人一人の教育・保育の質の

向上を図るためにチェックリストを活用し、良かった点や改善点などを再確認しております。 

保護者の皆様や地域の方々との連携をさらに深め、子ども達の大切な命を預かっているという使命

感を全職員が共有していけるようにこれからも努めて参りたいと思います。 

 

 １．評価項目の達成及び改善対策 

評価項目 改善対策 

衛生の保持について 

 毎日の感染対策の徹底に努めてきた。また、コ

ロナウイルス感染症に関しては登園基準など全

員が把握し対応が出来た。 

 しかし、他の病気の対応や登園基準が曖昧にな

ってきていることがある。 

 

・コロナウイルス感染症以外の対応や登園基 

準の再確認と、直ぐ対応できるよう掲示をす 

る。 

・感染対策も、病気によって異なるので、再確 

認するとともに、マニュアル等を視覚化でき 

るよう掲示する。 

防災対策・危機管理 

 毎月の避難訓練の際、様々な災害を想定し、そ

の都度子どもたちにも身の守り方を伝え、身につ

いてきている。職員も、子どもの命を第一に避難

の際も安全に誘導している。 

 第二避難場所の高館小学校までの距離を把握

し、実際に歩き避難場所の確認と避難場所にある

避難用具を知ることが出来た。 

 

・今後も様々な想定をして訓練を行い、実際に 

災害があった際にも慌てず安全に避難し、子 

どもたちの命を守れるよう職員間で毎月の難 

訓練ででた改善項目を次に活かしていく。 

・AEDの使い方の確認し、災害だけではなく、 

感染症に関してもクレドやマニュアルを見 

直し、万が一の状況に対応できるようにす 

る。 

研修について 

 様々な分野の研修に参加し、スキルアップに努

め、研修で学んだことを職員へ周知し共有してい

るが、実践に活かしきれていない。 

  

・研修で学んだことを周知・共有し、互いに保育 

の質を高め活用し実践に活かしていく。活かし 

たことを保育教諭間で話し、さらなる保育の質 

の向上を目指していく。 

保護者支援 

 参観日や動画配信で子どもたちの様子を伝え

たり、毎月の一人一人の様子を各ご家庭に伝えた

り、子どもたちの園生活の様子が保護者の皆様に

伝わるように努め、家庭からの相談にもすぐ対応

してきたが、もう少し園の様子が伝わるように工

夫していきたい。 

・保護者に寄り添い、子どもたちの園生活の様子

を伝え、安心できるようにこれからも努める。 

・保護者の声にこれからも、迅速に対応していく。 

 



自己点検の分析 

① 保育環境の整備 

 保育室の環境を、子どもたちが遊び込めるような構成をその都度保育教諭間で考え、集中し

て取り組めるような構成を意識する。又、保育室の清掃も隅々まで気を配り、美化に努める意

識を持つようにする。 

 

 

 

② 職員の意識改革について 

 保育教諭は、子どもたちが「やりたい！たのしい！」と思ったことを大切にし、保育の中で

広げていく。子どもたちの主体的に活動する姿や、集中する姿、新しい発見をしたときに共感

し、保育教諭も一緒に楽しみ、こどもの思いを理解し、日々の保育の充実を図っていく。 

 

 

 

③ 保護者対応 

   一人一人の保護者と向き合い、保護者の声に誠心誠意対応をしていく。また、相談や苦情等

があった場 

合には迅速に対応し、保護者とのより良い関係を築くように努力をする。 

 

 

 

 

 

④ 感染症対策について 

今年度も新型コロナウイルス感染症対策に取り組んできた。 

職員は、園内外の消毒・換気・マスクの着用など意識し毎日実施し、保護者の皆様も法人のガ

イドラインを参考にご理解を頂き、取り組んで下さりました。 

まだまだ収束の兆しが見えない新型コロナウイルスに、今後も対策を練り、取り組んでいきた

いと思う。 

 

 

 



クレドの見直し 

 園の信念をまとめた「保育クレド」は園活動に於いて基本となるものであり、全てに通じるものである。全

職員が同じ方向を向いて歩く為に必要なバイブルである。教頭が年度末に見直しをしながら、新年度初めには

全職員で読み合わせをし、心新たにスタートを迎えるようにしているが、ただ読み合わせをするだけで終わら

せることなく、その時、その場面に応じた対応や心構えをしっかりと確認して話し合うことが大切である。 

 また、個々の質の向上を図っているとともに、保育現場で起こりうる状況を想定し課題等を整理し、教頭や

主幹保育教諭が中心となり、解決等を話合いしながら、常に最新の状態にしていきたいと考えている。 

 

 

 

 

まとめと今後の展望 

 ≪園として≫ 

 チームワークを大切にし、これからも子どもを愛し、こども第一義で、保育を充実させていきたい。

また、感染症対策も引き続き強化しながら、コロナ禍の中でも子どもたちがたのしい！と思える、園生

活を考え、取り組んでいきたい。 

 また、食育や園の情報発信なども今後は今まで以上に力を入れていきたい。 

 

 

≪保育教諭として≫ 

 一人一人が保育教諭として自覚を持ち、研修にも自ら進んで受講し、スキルアップに努める。 

また、子どもたちを理解し、子どもたちの思いを大切に、日々の保育に活かしていくことや、研修で学

んだことを保育教諭間で共有し実践に移していけるようにする。 

 保育以外の業務に関しても、責任を持ちチームワーク良く効率的に取り組み進めていけるようにする。 

                                   

 

令和 4年 2月 

学校法人 鳳明学園 認定こども園 高館幼稚園 

          

          

          


